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2008 年 10 月 30 日 
各 位 

会社名：株式会社マツモトキヨシホールディングス 

（コード：3088 東証第 1部） 

代表者名：代表取締役社長 松本 南海雄 

問合せ先：広報室長 高橋 伸治 

（TEL ：047－344－5110） 

 
会社名：日本調剤株式会社 

（コード：3341 東証第 1 部）  

代表者名：代表取締役社長 三津原 博  

問合せ先：常務取締役 伊藤 善博  

（TEL ：03－6810－0800） 
 

業務提携に向けた協議開始のお知らせ 
 
日本調剤株式会社（以下、「日本調剤」という。）と株式会社マツモトキヨシホールディ

ングス（以下、「マツモトキヨシ」という。）は、本日開催の取締役会において、業務提携

に向け詳細な協議を開始することを決定しましたので、下記のとおりお知らせします。 
 

記 
 
1. 提携協議開始の理由 

処方箋様式変更による後発医薬品（ジェネリック医薬品）普及促進など少子高齢社会

到来を背景とした国の医療費抑制政策の実施、改正薬事法による登録販売者制度の導入

など、両社を取り巻く環境は厳しさを増しており、過去の事業の延長線上ではない新た

な対応が求められる段階に入りつつあります。 
日本調剤においては、後発医薬品（ジェネリック医薬品）の処方を可能にする「面対

応薬局の展開」、一方、マツモトキヨシにおいては、セルフメディケーションの実現に向

けた専門性強化のための「調剤事業の強化」という戦略目標を掲げておりますが、両社

グループが保有する経営資源を互いに活用することでそれらを早期に実現することが可

能であると判断し、提携に向けた詳細な協議を開始することを決定いたしました。今後

提携内容の具体化に向け、詳細を詰めてまいります。 
 

2. 今後協議する提携の内容 
（１）店舗に関する内容 

・調剤併設型ドラッグストアの新規出店 
・両社既存店舗における調剤併設型ドラッグストアへの転換 
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（２）運営に関する内容 

・調剤事業の運営効率化のためのノウハウ共有 
（３）人的資源に関する内容 

・薬剤師及び登録販売者のスキルの向上 
（４）商品に関する内容 

・先発医薬品及び後発医薬品（ジェネリック医薬品）の仕入れの効率化 
 
3. 両社の概要 

（2008 年 3 月 31 日現在） 
（１）商号 日本調剤株式会社 株式会社マツモトキヨシホ

ールディングス 
（２）事業内容 保険調剤薬局チェーンの経

営 
子会社の管理・統轄および

商品の仕入・販売 
（３）設立年月日 1980 年 3 月 7 日 2007 年 10 月 1 日 
（４）本店所在地 東京都千代田区丸の内 1-9-1 千葉県松戸市新松戸東 9 番

地 1 
（５）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 

三津原 博 
代表取締役社長 
松本 南海雄 

（６）資本金 3,953 百万円 21,086 百万円 
（７）発行済株式数 8,012,000 株 53,579,014 株 
（８）純資産 12,431 百万円（連結） 93,872 百万円（連結） 
（９）総資産 46,445 百万円（連結） 195,981 百万円（連結） 
（10）売上高 79,801 百万円（連結） 390,934 百万円（連結） 
 
4. 今後の見通し 
今後具体的な協議をすすめ、結論を得る予定です。今後の業績を与える影響につきまし

ては、業務提携を行うことが決定し、具体的な施策が合意された段階で、必要に応じてお

知らせします。 
 

以 上 


